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老人クラブ連合会主催事業の実績報告
ねんりんピック富山2018の報告とわかやま2019の紹介
交通安全・全老連活動賞表彰
消費生活センター啓発記事・よかドックのご案内
保健福祉大会（演芸発表会）実施報告
高齢者向けレシピ

「詰碁」・「詰め将棋」問題・回答
特集「七区の投稿」
全老連関連事業の報告・九州ブロックリーダー研修会
文芸欄「みんなの広場」・高齢者美術展講評
第48回福岡市高齢者美術展

　平成 30 年 7 月に西日本を中心に台風 7 号と梅雨前線により発生した集中豪雨被害

に対し、各区老人クラブ連合会で募金を募り、合計 1,725,882 円の金額が集まりまし

た（城南区シニア連は別途、日赤に 10 万円寄託）。ご協力ありがとうございました。

　集まった募金は特に豪雨被害が大きく、受け入れを表明された広島県と岡山県の県

老連に 2 分の 1 ずつ振り込ませていただきました。

平成30年7月
豪雨災害
募金について

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
高
齢
者
の
健
康
福
祉
の
増

進
や
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与

す
べ
く
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

と
い
う
三
大
運
動
を
掲
げ
て

日
々
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

何
よ
り
も
健
康
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

福
岡
市
で
は
10
年
以
内
に
4
人

に
1
人
が
65
歳
以
上
に
な
る
と

い
う
推
計
か
ら
「
人
生
1
0
0

年
時
代
」
を
見
据
え
て
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
1
人
ひ

と
り
が
心
身
と
も
に
健
康
で
「
自

分
ら
し
く
」
生
き
て
い
け
る
「
長

寿
を
心
か
ら
喜
べ
る
街
」
を
創

る
た
め
に
「
福
岡
1
0
0
」
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
ど
も
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
、
高

齢
者
自
ら
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

お
互
い
が
健
康
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
地
域

で
支
え
合
う
仲
間
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
、
自
分
自
身
の
長
寿
の

喜
び
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
健

康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

さ
て
、
近
年
で
は
、
熊
本
地
震
、

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
「
平

成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
」
で
の

被
災
地
へ
の
「
募
金
」
の
呼
び

か
け
に
こ
こ
ろ
よ
く
ご
協
力
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
市
老
連
に
託
さ

れ
た
募
金
は
、
広
島
県
と
岡
山

県
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
送
り
致

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
会
員
増
強

運
動
を
開
始
し
て
5
年
目
の

最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
、
単
位
ク
ラ

ブ
の
活
動
休
止
や
解
散
す
る
ク

ラ
ブ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
新

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人

　

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
岡
田
　
光
生

朝
倉
地
区
の
豪
雨
水
害
、
広
島
豪

雨
と
、
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
が

3
年
連
続
し
て
発
生
い
た
し
ま

し
た
が
、
今
年
こ
そ
地
震
・
豪
雨

災
害
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

と
、
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

年
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
存
続
に
向
け
た
取

り
組
み
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
を
活
動
基
盤
と
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
、

仲
間
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
た
幅
広
い
活
動
を
実
践

し
な
が
ら
、
健
康
で
元
気
な
高

齢
者
の
仲
間
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
が
、
会
員
の
皆
様
方
に

と
っ
て
お
健
や
か
で
、
災
害
の
な

い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

共
通
意
識
を
持
ち

 

会
員
減
に
歯
止
め
を
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

試
合
の
成
績
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

こ
の
大
会
は
、
多
く
の

高
齢
者
に
親
し
ま
れ
て
い

る
囲
碁
・
将
棋
を
通
じ
て

お
互
い
の
交
流
を
図
り
、

広
く
高
齢
者
の
仲
間
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
開
催
し
て
い

ま
す
。

参
加
者
は
、
各
区
の
高

齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方

で
、
囲
碁
4
部
門
に
31

名
、
将
棋
2
部
門
に
28

名
、
計
59
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

競
技
は
、
囲
碁
は
8
人

パ
ー
ト
4
回
戦
の
ス
イ
ス

方
式
、
将
棋
は
16
人
パ
ー

ト
5
回
戦
の
ス
イ
ス
方
式

で
実
施
。
白
熱
し
た
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。大

会
の
成
績
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

赤コース 黄コース 青コース
優　

勝

倉掛　浩之
（南区　33打）

菊地　得雄
（博多区　32打）

畠山　 悟
（西区　37打）

準
優
勝

兼元　年勝
（西区　34打）

徳丸　忠寛
（西区　36打）

古市　順一
（早良区　39打）

３
位

酒井　信行
（博多区　36打）

小野　文義
（東区　36打）

肝付　昭弘
（中央区　39打）

最
高

年
齢
者
賞

男性　　野口　一弘（早良区）　　92歳
　　　　高田　眞市（城南区）　　93歳

女性　　川野　美恵子（西区）　　88歳

チーム一丸目指せ上位入賞

優　

勝

第 1 コート 城南区 片　江
第 2 コート 早良区 早良区チーム

準
優
勝

第 1 コート 博多区 金の隈
第 2 コート 博多区 親和会Ａ

最
高

年
齢
者
賞

男　性 博多区 下田 國太郎 92 歳

女　性 博多区 白垣 タツミ 90 歳

東
・
中
央
・
南
区
を
除

く
4
区
の
12
チ
ー
ム
、
61

名
が
参
加
し
、
福
岡
市
高

齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

各
区
福
祉
事
務
所
長
等

を
来
賓
に
迎
え
、
博
多
区

の
前
田
伊
作
さ
ん
、
白
垣

悦
子
さ
ん
の
選
手
宣
誓
、

岡
田
会
長
と
保
健
福
祉
局

髙
木
高
齢
社
会
部
長
な
ど

4
人
の
始
球
式
に
よ
り
、

競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
、
2
コ
ー

ト
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

7
区
の
大
会
で
選
抜
さ

れ
た
3
6
2
名
が
参
加

し
て
、
福
岡
市
高
齢
者
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

岡
田
会
長
、
保
健
福
祉

局 

林
高
齢
福
祉
課
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
各
区
福

祉
介
護
保
険
課
長
の
来
賓

紹
介
を
行
い
、
南
区
の
勝

野
宗
朗
さ
ん
、
井
上
富
貴

子
さ
ん
の
選
手
宣
誓
、
市

老
連
会
長
と
来
賓
の
始
球

式
の
あ
と
競
技
を
開
始
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
3
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

試
合
の
成
績
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

※① 男性の最高年齢者は、元号誤りにより2名になりました。
　② ホールインワン賞は103本出ました。

盤上の熱き戦い

強豪362名が実力発揮

囲　碁
市長賞 チャンピオン戦優勝 中央区 和田　英典 六段

市議会議長賞 三・四段戦優勝 南　区 牟田　嘉彦 四段

市老連会長賞

初・二段戦優勝 博多区 入江　正人 初段
級位戦優勝 中央区 森　　　健 １級
チャンピオン戦準優勝 東　区 荒巻　詳治 六段
三・四段戦準優勝 早良区 門倉　正美 三段
初・二段戦準優勝 西　区 柴田　　稔 初段
級位戦準優勝 城南区 錦戸　壽光 １級

将　棋
市長賞 有段者戦優勝 中央区 若林　哲夫 四段

市議会議長賞 級位戦優勝 西　区 吉田　和彦 ３級

市老連会長賞 有段者戦準優勝 城南区 妙見　鉄也 四段
級位戦準優勝 博多区 大森　正雄 １級

最高年齢者賞
囲　碁 城南区 籾井　茂喜　85 歳 二段
将　棋 西区 長友　忠昭　89 歳 六段

第
47
回
　
福
岡
市
高
齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会

開
催
日
：
平
成
30
年
7
月
26
日
（
木
）

会
　
場
：
福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
6
0
1
会
議
室

第
17
回
　
福
岡
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
日
：
平
成
30
年
10
月
30
日
（
火
）　
会
場
：
中
央
区
舞
鶴
公
園
　
球
技
場
・
野
球
場
　

第40回　福岡市高齢者ゲートボール大会
開催日：平成 30 年10 月17日（水）
会　場：山王公園
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山

は
﹁
夢
つ
な
ぐ 

長
寿
の
か

が
や
き 

富
山
か
ら
﹂
を
テ

ー
マ
に
全
国
か
ら
1
万
人

以
上
が
参
加
し
、
平
成
30

年
11
月
3
日
（
土
）
か
ら

6
日
（
火
）
ま
で
の
4
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
23
日
（
火
）
に
は
、

福
岡
市
役
所
講
堂
に
て
福

岡
市
選
手
団
の
結
団
式
が

行
わ
れ
、
選
手
代
表
と
し

て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
原
口

敏
夫
さ
ん
が
力
強
い
決
意

表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
福
岡
市
選

手
団
の
岡
田
光
生
団
長
以

下
、
総
勢
1
5
0
名
が
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
等
9
種
目
）、
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
等
11

種
目
）、文
化
交
流
大
会
（
囲

碁
等
3
種
目
）
の
合
計
23

種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

富
山
県
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
総
合
開
会
式
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
岡
田
光
生
団
長

以
下
、
福
岡
市
選
手
団
が

地
元
小
学
生
の
﹁
富
山
き

と
き
と
夢
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
﹂
か

ら
送
ら
れ
た
横
断
幕
を
掲

げ
行
進
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、

将
棋
の
４
交
流
大
会
に
は
、

昨
年
度
の
市
老
連
大
会
の

上
位
入
賞
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

富
山
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
た
4
日
（
日
）、5
日
（
月
）

の
交
流
大
会
で
は
、テ
ニ
ス
、

マ
ラ
ソ
ン
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
の
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
を
獲

得
さ
れ
、
ま
た
、
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
3
位

を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

は
最
高
齢
者
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
﹁
富
山
県
民
会
館
﹂
で
開

催
さ
れ
た
美
術
展
に
は
、

昨
年
度
の
福
岡
市
高
齢
者

美
術
展
の
特
別
賞
と
金
賞

受
賞
者
の
作
品
8
点
を
出

品
し
、
工
芸
部
門
で
は
田

中
海
佐
子
さ
ん
の
﹁
聖
霊

の
響
き
﹂
が
見
事
に
金
賞

に
輝
い
て
お
り
、
他
の
作

品
も
、
来
場
者
の
方
々
を

魅
了
さ
せ
る
作
品
ば
か
り

で
し
た
。

　ねんりんピックの参加は「全国

健康福祉祭参加事業福岡市実行委

員会」で実施しています。

  今年の「ねんりんピック紀の国

わかやま 2019」は、11 月 9 日（土）

か ら 12 日（ 火 ） の 日 程 で、27

種目の交流大会が開催されます。

　このうち俳句については募集句

があります。会員の皆さんも奮っ

てご応募ください。

　応募要領は、3 月下旬ごろに市

老 連 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 予 定 で

す。

今年は
和歌山県で開催

【お問い合わせ先】
市老連事務局

（電話  713-1340）
（FAX  713-0157）

総勢150名
多くの種目で活躍

ねんりんピック富山2018

ねんりんピック
富山

入場行進

「富山きときと
夢KIDS」
との交流

ねんりんピック紀の国わかやま 2019
での開催種目および開催市町村

ねんりんピック紀の国
わかやま2019
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　姪浜中央公園でグラウンド・ゴルフの練習時に公園の清
掃活動として「ゴミ拾い」からスタートし、周辺住民や利
用者等から感謝されている。また、忘れ物が誰にでも目に
付くよう「忘れ物かご」を設置している。平成 26 年度には、
西区役所から清掃依頼を受け、公園愛護会をつくった。

　子どもの見守り活動をほぼ毎日実施するとともに、挨拶
運動、公園・神社・学校等の清掃の実施（月 2 回）、資源
回収のリサイクル活動、1 円玉募金を通して災害被害地へ
の支援、社会奉仕活動への参加（認知症声かけ運動・ふれ
あい交流会 年５回）、ラブアースクリーンアップへの参加
などの活動を行っている。

　環境美化のため、市道の清掃活動や公園等で「ミニ花壇づ
くり」に取り組んでいる。
　下校時の学童見守り活動と併せて、空き巣などの被害を防
ぐためパトロール班を結成し、毎月 2 回以上巡回している。
　これらの活動により、不法投棄が起きなくなったほか、空
き巣や自転車盗などが非常に少なくなった。また、清掃活動
により気持ちよくウォーキングができるようになり、ミニ花
壇づくりから各家庭の花壇が増える成果があった。 ミニ花壇

①
車
の
速
度
や
距
離
の
見
誤
り

②
見
通
し
の
悪
い
場
所
な
ど
で
の
横
断

③
信
号
を
無
視
し
て
横
断

④
夜
、
目
立
た
な
い
服
装
で
外
出

普
段
か
ら
明
る
い
服
の
着
用
や
反
射
材
の
活
用
を
心

掛
け
て
、運
転
者
か
ら
目
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

福
岡
県
警
察

通
い
慣
れ
た
道
で
、
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
油
断
せ
ず
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

ポイント

カ
ー
ブ
や
車
の
カ
ゲ
な
ど
の
見
通
し
の
悪
い
場
所
や
、

車
の
通
過
直
後
の
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ポイント

 

明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

ポイント

車
は
遠
く
に
見
え
て
い
て
も
危
険
で
す
。

 

車
が
通
り
過
ぎ
て
か
ら
安
全
を
確
か
め
て
横
断
し
ま
し

ょ
う
。

ポイント
こ
こ
が
危
険
!!

高
齢
歩
行
者
の

全老連活動賞表彰（全老連会長表彰）ボランティア活動部門

【西区 西陵校区　陵友会】会長　木下　光

【東区　和白東レインボークラブ連合会】
会長　山路　近彦

【西区　姪浜校区老人クラブ連合会】
会長　古賀　興三

　
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
の
安
全
を

確
か
め
、
横
断
歩
道
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

福岡市消費生活センター

通信販売のルールを知って、
トラブルを未然に防ぎましょう

○ 注文前に、必ず購入条件や返品特約、選んだ商品・個数に間違いは
ないかをしっかりと確認しましょう。

　 特に「初回無料」など安さを強調した広告の場合、事例のように定
期購入が条件となっていることが多いので注意して下さい。

よかドック
みんなで受けよう！

（福岡市国民健康保険の特定健診）

身体測定・血圧測定・尿検査
血液検査（コレステロール・血糖・肝機能・尿酸・
クレアチニン・貧血）

心電図検査・問診など

検査内容

40 ～ 74歳の福岡市国民健康保険加入者
（平成 31年 3月 31日までに 40歳になる人は 39歳 
 でも受けられます）
※治療中の方も受診できます。

対　象

よかドックは生活習慣病予防
のための健診です。

毎年度（4月1日～3月31日）に
1回受診できます。

けんしんナビ 検 索

保健福祉センター（保健所）等での検診予約ができ
ます。保険証を準備してご予約ください。

◆集団健診予約センター◆
TEL 0120-985-902
FAX 0120-931-869

【受付日時】
平日 9時～ 17時

よかドックについてのお問い合わせ
◆よかドックご案内センター◆
TEL 092-711-4826
FAX 092-733-5756

実施医療機関を
ご案内します

お問い合わせ

500円
※ただし、平成 30年度中に 40歳になる人（S53.4.1
～ S54.3.31 生まれ）、または 50歳になる人（S43.4.1
～ S44.3.31 生まれ）、満 70 ～ 74 歳の人、市県民税
非課税世帯（要証明書）の人は無料

《保険証をお忘れなく！》

料　金

通常10,000円程度の
検査内容です。

　パソコンで『健康食品初回無料』とい
うネット広告を見つけ、お試しのつもり
で申し込んだ。
　1 か月後、また同じ商品が届き、今度
は請求書が同封されていたので業者の手
違いだと思い連絡をすると「4 回以上の
定期購入を申し込みされた方に、１回目

を無料で提供しますが、2 回目以降は通常価格で最低 4 回の購入が必要です。
その旨、利用規約や申込み時の確認画面にも記載しています」と言われた。
　しかし、定期購入が条件とは気付かずに申し込んだので解約したい。

○ インターネット・テレビ・カタログショッピングなど、通信販売に
はクーリング・オフ制度がありません。

アドバイス

　クーリング・オフとは、訪問販売などで消費者が冷静な判断をできな
いまま交わしてしまった契約を、一定の期間内であれば無条件で解除で
きる制度です。

事例
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

福
岡
市
、
福
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
福
岡
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

す
る
本
大
会
は
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の

方
々
を
祝
福
し
、
市
民
の

高
齢
者
保
健
福
祉
に
対
す

る
理
解
を
よ
り
一
層
深
め

る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
1
4
0
0
名
を

超
え
る
観
客
が
入
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
部
の
式
典
は
、
国

家
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
、
大
会
名
誉
会
長
の

髙
島
福
岡
市
長
あ
い
さ

つ
、
岡
田
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
を
代
表
し
て
、
中
央
区

の
髙
瀬
ア
イ
さ
ん
と
西
区

の
薦
田
宜
雄
さ
ん
（
代
理

受
領
）
へ
、
大
会
名
誉
会

長
の
福
岡
市
長
と
市
社
協

会
長
か
ら
お
祝
い
状
と
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
老
連
会
長
か

ら
会
員
増
で
成
果
を
上
げ

た
60
団
体
に
﹁
会
員
増
強

運
動
特
別
賞
﹂
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
﹁
高
齢
者
演

芸
発
表
会
﹂
は
、
7
区
の

大
会
か
ら
選
抜
さ
れ
た
老

人
ク
ラ
ブ
24
団
体
と
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
3
園
が
参

加
。
す
ば
ら
し
い
演
技
が

次
々
披
露
さ
れ
、
観
客
に

笑
い
や
感
動
を
与
え
る
舞

台
と
な
り
ま
し
た
。

7地区の芸達者ここに集う

第56回 
福岡市高齢者保健福祉大会

平成30年9月3日（月）開催日

福岡市民会館会　場

100 歳お祝い状贈呈

髙島福岡市長
あいさつ
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　
者
題
出

行
信
　
宮
小

駒
持

  
 （

歩、
歩、
銀、
金、
角

13

）
詰
手

並
に
盤。
た
し
ま
し
に
材
題
を
戦
実

。
い
さ
下
て
べ

答
解

は
11

8　7　6　5　4　3　2　1

　
九
　
八
　
七
　
六
　
五
　
四
　
三
　
二
　一

桂

桂

歩

馬

歩

金

金 玉

香

歩歩歩

香

：

〕
死
白
先
黒
〔

。
す
で
形
る
じ
生
く
よ
に
戦
実

?
か
す
ま
み
こ
み
踏
で
ま
こ
ど、
黒1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 出

典
：「
玄
々
碁
経
」よ
り

高齢者向け
レシピ

えのき 1/4 袋

水 大さじ２

さんまの蒲焼缶 1/2 缶（50g）

冷凍枝豆
10g

（さや付きなら 20g）

卵 １個

万能ねぎ １本

添え野菜（レタス２枚、ミニトマト２個）

材料と分量（１人分）

【１人分栄養価】

①  フライパンか鍋に分量の水と、石づきを取って
半分の長さに切ったえのきをほぐし入れて火
にかける。

②  さんまの蒲焼き缶をほぐし入れ、さやから出し
た枝豆を加えて強火にする。

③  溶いた卵を全体に流し入れてさっと混ぜ、火が
通ったら器に盛り、万能ねぎを散らし、レタス
とミニトマトを添える。

エネルギー 217kcal
たんぱく質 17.2g
脂質 12.5g
食塩相当量 0.9g

【１人分栄養価】

作り方

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
の

食
事
の
基
本
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
、
少
量
ず
つ
で

も
多
様
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

を
意
識
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
で
、
体

に
必
要
な
栄
養
素
を
偏
り
な
く
摂
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
色
々
な
種
類
の
缶
詰

を
買
い
置
き
し
て
お
く
と
、
非
常
用
の

備
蓄
食
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
﹁
あ
と

一
品
﹂
や
買
い
物
に
行
け
な
い
日
等
に

も
便
利
で
す
。
味
付
き
の
缶
詰
に
は
、

塩
分
が
多
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
卵
や

野
菜
と
一
緒
に
料
理
す
る
と
味
付
け
不

要
で
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
と
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

味付き缶詰を使って、簡単おいしく、バランスよく♪

さんま缶の卵とじ

上手に缶詰を使って
栄養バランスアップ！
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

区の七七七
投稿

特集

東
区

終
わ
れ
な
い

迷
え
る
老
羊

筥
松
校
区

ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

 

堤
　
章

　

内
館
牧
子
著
書
の
﹁
終

わ
っ
た
人
﹂
と
言
う
小
説

が
館
ひ
ろ
し
さ
ん
主
演
で

映
画
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

そ
ん
な
折
、
小
生
も
思
い

が
け
ず
に
細
や
か
な
お
祝

い
を
受
け
、
つ
い
に
80
歳

に
な
っ
た
の
か
と
嬉
し
い

よ
う
な
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
哀

し
い
様
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。
妻
や
子
ど
も
た
ち
は

仕
事
を
辞
め
て
、
ゆ
っ
く

り
と
何
か
好
き
な
事
で
も

し
た
ら
ど
う
か
と
言
う
。

自
分
に
好
き
な
事
、
や
り

た
い
事
が
あ
る
の
か
と
思

い
巡
ら
し
て
み
た
が
特
に

何
も
出
て
こ
な
い
。
あ
え

て
一
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば

飲
む
こ
と
位
だ
ろ
う
か
。

　

若
い
頃
、
母
か
ら
﹁
働

か
ざ
る
者
食
う
べ
か
ら

ず
﹂﹁
一
日
耕
な
く
ば
食

せ
ず
﹂
と
言
う
教
育
を
受

け
て
育
っ
た
。
あ
る
日
、

畑
の
草
取
り
を
し
て
い
る

時
の
事
、
母
か
ら
﹁
ア
キ

ラ
、
そ
の
手
を
休
め
る

な
﹂
と
キ
ツ
イ
言
葉
で
叱

ら
れ
た
。
こ
の
言
葉
が
私

の
中
に
生
き
て
い
る
。

　

今
で
は
3
人
の
子
ど

も
と
8
人
の
孫
、
5
人

の
ひ
孫
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
毎
日
仕
事
が
あ
る
お

蔭
で
、
朝
起
き
て
新
聞
を

取
り
、
雨
戸
を
開
け
て
珈

琲
を
立
て
る
。
パ
ン
か
餅

を
焼
き
な
が
ら
、
果
物
を

剥
い
て
朝
食
に
添
え
る
。

午
前
6
時
30
分
に
出
勤

し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
道
具

を
積
み
込
み
仕
事
場
へ

向
か
う
。
私
の
仕
事
は
造

園
業
庭
師
で
あ
る
。
仕
事

が
終
わ
る
と
決
ま
っ
て

お
客
様
か
ら
﹁
来
年
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
﹂
と

言
わ
れ
る
。
思
わ
ず
﹁
は

い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
﹂
と
言
っ
て
し
ま
う

自
分
が
い
る
。

　

こ
こ
数
年
﹁
さ
て
、
こ

の
歳
で
来
年
も
お
客
様
の

希
望
通
り
の
仕
事
が
で
き

る
の
か
。
も
し
か
し
て
約

束
を
守
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
﹂
と
思
う
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ
う
思
い
な

が
ら
、
今
年
も
お
客
様
と

の
約
束
の
日
が
や
っ
て
来

る
。

　

働
け
る
こ
と
で
喜
び
と

力
が
漲
り
、
気
分
も
高
揚

す
る
。
こ
れ
こ
そ
元
気
の

源
。
そ
し
て
今
日
も
﹁
終

わ
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
。
で
も
終
わ
れ
な
い
﹂

と
い
う
思
い
に
揺
れ
な
が

ら
仕
事
へ
向
か
う
。

　

私
は
3
つ
の
呪
文
を
唱

え
て
い
る
。
呪
文
と
言
っ

て
も
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

も
の
で
は
な
い
。
料
理
で

調
味
料
を
入
れ
る
と
き
に

唱
え
る
﹁
サ
シ
ス
セ
ソ
﹂

の
類
で
あ
る
。

　

呪
文
を
唱
え
る
の
は
、

旅
行
に
行
く
前
と
お
出
か

け
前
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も

携
行
品
の
忘
れ
物
が
な
い

よ
う
に
と
唱
え
る
。

　

い
つ
の
頃
だ
っ
た
か
記

憶
は
薄
い
が
、
雑
誌
の
コ

ラ
ム
に
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

必
須
の
呪
文
・
鳩
が
豆
食

っ
て
パ
﹂
が
目
に
留
ま
っ

た
。
そ
の
内
容
は
恐
ら
く

和
製
英
語
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
か
ら
正
規
英
語
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
に
脱
皮
す
る
時

代
の
応
援
歌
だ
っ
た
と
思

う
。

　
﹁
鳩
の
ハ
は
ハ
ン
カ

チ
、
ト
は
時
計
、
ガ
は
蝦

蟇
口
、
豆
の
マ
は
万
年

筆
、
メ
は
メ
ガ
ネ
、
食
っ

て
の
ク
は
櫛
、
テ
は
手

中
央
区

至
福
の
呪
文
「
鳩
が
豆
食
っ
て
パ
」

草
ヶ
江
校
区
　
第
五
草
寿
会
会
長

 

中
村
　
厚
資

帳
、
パ
は
パ
ス
﹂
と
だ
け

鮮
明
に
覚
え
て
い
た
。

　

私
は
旅
行
が
好
き
で
、

何
で
も
見
て
や
ろ
う
式
に

一
人
で
歩
き
回
る
旅
行
だ

が
、
出
発
間
際
の
荷
造
り

で
忘
れ
物
が
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
﹁
鳩
の
呪
文
﹂
に

ヒ
ン
ト
を
得
﹁
旅
の
携
行

品
忘
れ
物
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
﹂
を
作
り
、
よ
う
や
く

忘
れ
物
を
な
く
し
た
。

　

私
は
今
年
で
80
歳
に
な

る
。
数
年
前
か
ら
診
察
券

と
飲
み
薬
が
増
え
始
め
、

物
忘
れ
が
進
行
し
て
い

る
。
5
年
前
、
後
期
高
齢

者
に
な
っ
た
の
を
機
に
、

お
出
か
け
用
必
須
の
﹁
鳩

の
呪
文
﹂
を
作
り
始
め
た

が
、
忘
れ
物
が
増
え
呪
文

を
覚
え
る
自
信
が
持
て
な

か
っ
た
。

　

然
ら
ば
と
、
前
出
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
必
携
の
呪
文
と

併
用
し
て
唱
え
易
い
呪
文

に
し
た
。

　
﹁
鳩
の
ハ
は
入
れ
歯
の

ハ
、
ト
は
戸
締
り
、
ガ
は

ガ
ス
や
電
気
を
消
す
、
豆

の
マ
は
マ
ス
ク
、
メ
は
メ

ー
ル
・
携
帯
、
食
っ
て
の

ク
は
薬
、
テ
は
テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
パ
は
福
祉
パ
ス
、
カ

は
鍵
﹂
で
あ
る
。

　

お
出
か
け
前
の
呪
文
を

唱
え
る
時
、
何
故
か
そ
の

煩
わ
し
さ
を
忘
れ
、
旅
行

計
画
を
実
行
に
移
す
前
に

感
ず
る
あ
の
高
揚
と
至
福

を
味
わ
っ
て
い
る
。

　

平
成
25
年
4
月
に
会
長

に
就
任
し
て
5
年
間
で
、

会
員
26
名
（
当
初
41
名

か
ら
現
在
67
名
）
が
増
加

し
、
4
年
連
続
で
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
は
、
嶺
寿
会

役
員
の
方
々
（
特
に
女
性
）

や
友
愛
訪
問
委
員
の
方
々

が
会
員
増
強
の
意
義
を
理

解
し
、
勧
誘
活
動
に
熱
心

博 多 区
会員増強活動
について
那珂南校区　
寿町嶺寿会　 

伊藤　恵

で
あ
る
事
や
町
内
自
治
会

役
員
が
各
行
事
の
後
に
必

ず
﹁
飲
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂

を
行
い
、
新
し
い
人
と
の

繋
が
り
が
で
き
て
い
る
事

に
よ
り
ま
す
。
お
陰
様
で
、

嶺
寿
会
と
町
内
自
治
会
は

お
互
い
を
よ
く
理
解
し
合

い
、
大
変
良
好
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
人
た
ち
の

情
報
や
嶺
寿
会
会
員
個
々

の
知
人
や
日
常
良
く
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
人
々
の
情

報
を
共
有
し
、
校
区
の
行

事
（
運
動
会
・
夏
祭
り

等
）
や
町
内
自
治
会
の
行

事
（
餅
つ
き
大
会
・
花
見

会
等
）
の
実
施
時
や
行
事

後
に
行
う
反
省
・
懇
親
会

実
施
中
に
そ
の
情
報
を
十

分
生
か
し
て
、
個
々
に
新

し
い
人
を
勧
誘
入
会
さ
せ

た
結
果
と
捉
え
て
現
在
も

継
続
実
行
中
で
す
。
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

西
区

西
区
の
飯
盛
神
社

金
武
校
区
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

 

倉
光
　
利
信

南
区

南
区
シ
ニ
ア
祭
り
に
出
展
し
て

高
木
校
区
寿
会
　
会
長 

森
　
申
二
郎

　

賀
茂
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超

え
て
交
流
を
深
め
る
た

め
、
平
成
26
年
度
か
ら
3

世
代
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
9
月
8
日

（
土
）
賀
茂
小
学
校
体
育

館
で
実
施
し
ま
し
た
。
6

単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
3
世
代

3
組
ず
つ
が
参
加
し
ま
し

た
。
チ
ー
ム
は
小
学
校
高

学
年
、
父
母
、
祖
父
母
で

構
成
し
ま
す
。

　

競
技
種
目
は
、
カ
ウ
ン

ト
ア
ッ
プ
で
す
。
内
容
は

1
人
が
3
本
の
矢
を
8
回

投
げ
ま
す
。
3
世
代
の
合

計
点
で
順
位
を
決
め
ま

す
。
標
的
の
円
盤
に
は
1

か
ら
20
ま
で
の
数
字
が
不

規
則
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
円
盤
の
外
側
と
内
側

に
狭
い
枠
が
あ
り
、
そ
の

　

7
月
28
日
、
ア
ミ
カ
ス

4
階
ホ
ー
ル
で
第
4
回

南
区
シ
ニ
ア
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
祭
り
は
、
南
区

シ
ニ
ア
連
の
会
員
で
地

域
で
色
々
な
教
室
や
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
が
一
堂
に
集
ま
り
、
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
も
の
で
す
。
手

芸
、
創
作
絵
手
紙
、
マ

ジ
ッ
ク
、
デ
コ
パ
ー
ジ

ュ
、
切
り
絵
、
博
多
独

楽
、
け
ん
玉
、
ダ
ー
ツ
、

食
育
コ
ー
ナ
ー
の
9
つ

の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ

て
行
い
ま
し
た
。
来
場
者

2
4
4
名
、
ス
タ
ッ
フ

64
名
、
計
3
0
8
名
の

参
加
で
し
た
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
か
ら
出

来
上
が
っ
た
作
品
を
手

に
、
喜
び
の
笑
顔
や
高
得

点
の
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
私
の
マ
ジ
ッ
ク
コ

ー
ナ
ー
も
電
卓
を
使
っ

た
マ
ジ
ッ
ク
や
風
船
で

作
る
可
愛
い
子
犬
に
喜

び
の
声
が
満
ち
溢
れ
て

枠
内
に
矢
が
当
た
る
と
そ

れ
ぞ
れ
2
倍
、
3
倍
の
得

点
に
な
り
、
20
が
3
倍
枠

に
当
た
る
と
60
点
に
な
り

ま
す
。

　

競
技
は
、
小
学
校
高
学

年
か
ら
順
に
投
げ
ま
す
。

矢
を
投
げ
る
度
に
﹁
当
た

っ
た
﹂﹁
凄
い
﹂﹁
な
ん
で

え
ー
﹂
な
ど
の
声
が
飛
び

交
い
一
喜
一
憂
で
す
。
老

若
男
女
が
一
堂
に
会
し
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
が
﹁
賀
茂
に

住
ん
で
良
か
っ
た
。
住
み

続
け
た
い
﹂
そ
ん
な
ま
ち

づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
今
後
参
加
者

が
増
え
、
大
会
が
益
々
盛

況
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。　

3世代ソフトダーツ大会で
一喜一憂
賀茂福寿会　和田　忍

早 良 区

い
ま
し
た
。

　

笑
い
は
生
き
る
活
力

で
﹁
笑
う
門
に
は
福
来

る
﹂
の
諺
も
あ
り
、
ガ
ン

細
胞
も
攻
撃
す
る
力
が

あ
る
そ
う
で
す
。
高
齢
者

の
活
力
と
笑
顔
を
、
他
の

シ
ニ
ア
連
で
も
是
非
検

討
の
う
え
実
施
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
会
員
の
皆
様
か

ら
、
大
喜
び
の
声
が
上
が

り
ま
す
よ
。

飯盛神社

　

飯
盛
神
社
は
、
旧
早
良

郡
七
カ
村
の
惣
社
で
、
飯

盛
山
を
御
神
体
と
し
て
、

伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
再
命
・
誉ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
命
・

玉
依
姫
命
を
祭
神
と
し

て
い
ま
す
。
上
宮
、中
宮
、

下
宮
の
3
カ
所
が
祭
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
下
宮
の
み
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
上
宮
跡
地
で
あ

る
山
頂
か
ら
は
永
久
2

年
（
1
1
1
4
年
）
の

銘
を
持
つ
瓦
経
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
古
代
へ
遡

る
可
能
性
は
高
い
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

飯
盛
神
社
は
早
良
郡

の
一
宮
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に

は
73
町
余
り
の
社
領
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦

国
時
代
の
頃
に
な
る
と

衰
退
し
、
社
領
も
18
町
余

り
に
減
少
し
、
そ
の
信
仰

圏
、
宗
教
的
勢
力
圏
も
飯

盛
神
社
を
中
心
と
し
た

早
良
平
野
中
央
部
分
に

限
定
さ
れ
ま
し
た
。
本

殿
（
市
指
定
）
は
天
命
6

年
（
1
7
8
6
年
）
建

立
、
南
北
朝
時
代
の
宋
風

の
石
造
狛
犬
（
県
指
定
）、

飯
盛
神
社
文
書
（
市
指

定
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
年
の
豊
凶

を
占
う
﹁
か
ゆ
占
﹂
は
、

県
指
定
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
10
月
9
日
に
は
市

指
定
の
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る
﹁
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
﹂
が

行
わ
れ
ま
す
。
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◎講　演

 テーマ「地域から世界へ」

 講　師　鹿児島県経済同友会代表幹事　津曲　貞利　氏
◎全体会

3 つの研究部会の事例発表要旨と議論された意見の
集約を、各研究部会の司会者から発表されました。

第１研究部会（発表者：博多区老連　楢橋貞雄会長）

【開　催　日】　平成 30 年 7 月 5 日（木）～ 6 日（金）

【会　場】　鹿児島県「城山ホテル鹿児島」

【参加者】　市老連理事等 12 名

◎基調報告「老人クラブ組織の発展に向けて」

 全国老人クラブ連合会　常務理事　齋藤　秀樹　氏

◎事例発表・グループ討議

 第1研究部会「健康づくり・介護予防の推進」

 第2研究部会「友愛活動（高齢者相互の支え合い）の推進」

 第3研究部会「会員増強（100万人会員増強運動）の推進」

【開　催　日】 平成 30 年 10 月 11 日（木）～ 12 日（金）

【会　場】 全社協「第 3 ～ 5 会議室」

【参加者】 市老連副会長　　　木内　潤子

 博多区老連副会長　阿部　悦子

【テーマ】 

「老人クラブ組織の発展に向けて　示そう！女性パワー」

【事例発表】 ①  女性委員会が主管した

  「認知症サポーター養成講座」

  ② 女性の単位クラブ会長を

 増やす取り組み　他

テーマ・研修プログラム

　12 月 4 日（火）・5 日（水） に沖縄県宜野湾市で約

1,600 名が参加し、開催されました。

　 本 大 会 は 4 部 会 に 分 か れ、 第 1 部 会「私 た ち の 地

域を支え合おう～新地域支援事業への参画」、 第 2 部

会「仲間を増やそう～会員増強運動の推進」、 第 3 部

会「 老 人 ク ラ ブ 高 齢 消 費 者 被 害 防 止 キ ャ ン ペ ー ン 」

が 発 表 さ れ ま し た。 第 4 部 会「演 じ る 活 動」 で は 創

作 劇、 コ ー ラ ス、 演 奏、 伝 統 芸 能 な ど の 実 演 と 活 動

を通した仲間づくりなどが発表されました。

　本市老連は、 市老連理事等 18 名が参加し、 大会で

は、次の役員・団体が表彰を受けました。

　自治会と二人三脚で地域に根を下ろした活動を展開して
いる。会員が今一番やってみたい遊び（活動）をリストア
ップし、自治会と話し合い、必要なスポーツ用具、音楽器
具を購入し活動している。また、区役所や公民館、校区老
ク連と協力して広報活動を実施している。

生の松原 長寿会（西区 西陵校区）

【優良老人クラブ表彰】

　城南区で第 2 の規模の校区老連でありながら会員数を維
持している。友愛訪問を積極的に実施するほか、グラウンド・
ゴルフやソフトダーツで健康活動を行い、小学生とのさつ
まいもの苗植え、芋ほり、焼き芋パーティーを行っている。

別府校区老人クラブ連合会（城南区）

【優良老人クラブ連合会表彰】

野上義治（前 博多区老人クラブ連合会長）

久光春枝（南区シニアクラブ連合会副会長）

【育成功労者表彰】

第 47 回 全国老人クラブ大会 第29回「老人クラブ女性リーダーセミナー」

九州ブロック老人クラブリーダー研修会

《全老連会長表彰》

全国老人クラブ連合会関連事業の報告

第１日目

第 2 日目

各部会の様子

式
典
の
様
子
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鴨
の
陣
敷
く
や
多
々
良
の
戦
跡
に

　
　
　
　

東
区　

名
島
校
区
松
崎
第
三
松
寿
会　

白
水　

智
子　

店
先
に
喜
び
つ
ど
う
実
る
秋

　
　
　

中
央
区　

福
浜
校
区
第
四
福
寿
会　

 
森　

カ
ズ
子

秋
さ
ぶ
し
愛か
な

し
五
木
子
守
歌

　
　
　

中
央
区　

当
仁
校
区
第
二
仁
寿
会　

 

瀬
戸　

初
美　
　

香
高
く
写
経
粛
し
ゅ
く
風
さ
や
か

　
　
　
　

早
良
区　

飯
倉
校
区
干
隈
３
丁
目
福
寿
会

 

源
五
郎
丸　

文
恵

案
山
子
立
つ
老
人
ホ
ー
ム
の
真
向
い
に

　
　
　

西
区　

壱
岐
南
校
区
野
方
福
寿
会　

 

的
野　

し
づ
子　

俳
句 み

ん
な
の
広
場

文
芸
欄

川
柳

優
勝
へ
黄
色
い
風
船
応
援
の
和

　
　
　

博
多
区　

東
吉
塚
校
区
な
か
よ
し
の
会　
　

  

稲
益　

満

介
護
士
に
孫
の
自
慢
を
し
て
独
り

　
　
　

南
区　

高
木
校
区
高
木
町
サ
ン
ク
ラ
ブ

 

森
園　

か
な
女
（
要
子
）

あ
っ
さ
り
と
高
齢
で
す
と
医
者
が
言
う

　
　
　

城
南
区　

田
島
校
区
第
６
桜
会　
　
　
　

山
野
井　

豊
子

大
火
鉢
囲
ん
で
焼
い
た
餅
の
味　

　
　
　

西
区　

姪
浜
校
区
新
寿
会　
　
　
　
　
　

片
山　

悦
子

《
年
寄
り
の
戯
れ
言
》

福
岡
市
一
人
一
花
で
美
化
推
進　

 

西
区　

壱
岐
校
区
西
の
丘
ゆ
う
ゆ
う
会　

三
ヶ
尻　

博
司

「今年の市長賞には、日本画
から『夕暮の中洲』を描いた原田政光さんが選ばれま
した。空の色、ビルの明かり、川面に映ったネオンの
表現など、よく観察し、岩絵具を巧みに駆使して描い
た、優れた作品です。」

【日本画】榊孝陽先生

吾
の
植
え
し
か
つ
お
菜
二
株
青
々
と

　
　
　

博
多
雑
煮
を
親う

か
ら族
と
祝
う

　
　
　

東
区　

名
島
校
区
名
島
第
五
健
寿
会　

真
鍋　

峰
子

年
老
い
て
互
い
見
せ
合
う
元
気
さ
は

　
　
　

何
よ
り
勝
る
良
薬
か
な

　
　
　
博
多
区　

奈
良
屋
地
区
第
二
そ
う
た
ん
会　
　

渕
上　

勝
彦

国
宝
と
呼
ば
れ
る
神
社
に
詣
で
す
る

　
　
　

異
国
の
言
葉
も
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
ゆ

　
　
　

中
央
区　

当
仁
校
区
第
八
仁
寿
会　
　

原　
　

勉

た
く
ま
し
く
酷
暑
を
糧
に
育
ち
た
り

　
　
　

早
苗
は
伸
び
て
早
や
稲
穂
出
ず

　
　
　

南
区　

高
木
校
区
寿
会　
　
　
　
　
　

上
田　

紘

昭
和
か
ら
平
成
生
き
し
わ
が
命

　
　
　

平
成
も
は
や
終
わ
ら
ん
と
す
る

　
　
　

城
南
区　

鳥
飼
校
区
り
ん
ど
う
会　
　

山
本　

武
子

歎
異
抄
独
り
夜
長
の
友
と
し
て

　
　
　

晩
秋
の
夜
は
し
ず
も
り
て
居
り

　
　
　

早
良
区　

原
校
区
長
寿
会　
　
　
　
　

西
田　

久
子

短
歌

※　

投
稿
は
各
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※　

訂
正
・
お
わ
び

平
成
３０
年
７
月
１５
日
号
の
俳
句
で
漢
字
の
ル
ビ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。「
も
っ
こ
う
」⇒

「
ぼ
け
」
に
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

城
南
区 

石
井
和
子
さ
ん

「
ひ
し
め
き
て
紅
を
競
い
つ
木ぼ

瓜け

の
花
」

「今回、特に目を引いたのは、
山﨑正博さんの『防人』です。心象的な表現法で描かれ、
深い精神性、歴史性を感じさせられる作品です。賞外
の中にも良い作品がいくつも見受けられました。」

【洋画】尾花剛先生

「本年の書部門は、表現が多彩
で篆
てん

隷
れい

楷行草かなと全書体の作品が出品され、それぞ
れ優秀な作品ばかりでした。会長賞の江頭さん、篆書
全泥での写経。高齢93歳の髙田さん、毎年圧巻の作
品で大佳。」

【書】池末礼禧先生

「応募作品を風景、スナップ、
その他に分けて順位を付けたところ、スナップのトップ
の作品を私の総合順位の1位と決定することにしまし
た。スナップ撮影で見物人も多いのに、不要なものは何
も入れず、画面に写る人物は、炎や煙の中など実に思い
通りの写真が出来たことは、幸運にも恵まれましたが、
幸運も実力のうちです。おめでとうございます。」

【写真】西園禮三先生

「工芸は今年も力作揃いで
した。会長賞は全て三角で水と木々の煌めきを表現し
た斬新な手法がお見事です。金賞は張りのあるロクロ
技術が秀逸。銀賞は構図と配色のセンスが光っていま
す。最高年齢者賞101歳 !! 感動です。」

【工芸】松尾まさこ先生

美術展ギャラリートーク 日本画 ： 榊 孝陽先生

第48回福岡市高齢者
美術展審査員講評

12 ページに掲載している「福岡市高齢者美術展」
審査員の講評をご紹介します。
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          初手3 二銀に対して同玉は、4 一角から早詰みです。
7手目の3 七角が好手で、2 五玉は1 七桂から早詰みです。
6 三の馬が良く効いています。
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

第
48
回 

福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

（
11
ペ
ー
ジ
に
は
審
査
員
の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

賞・部門 氏　　　名 作　品　名

特
別
賞

福岡市長賞  日本画 原田　政光（東　区） 夕暮の中洲
市保健福祉局長賞 洋画 山﨑　正博（西　区） 防人
市老連会長賞 書　 江頭　康子（東　区） 般若心経
市老連会長賞 写真 濱嶋　寛和（東　区） 護摩供・祈願
市老連会長賞 工芸 石橋　笑子（西　区） 渓の秋

金
　
賞

洋　画 野口久美子（城南区） カサブランカ
日本画 米村　洋子（南　区） 窓辺の韻

書 髙田喜代子（博多区） 杜甫詩
写　真 宮邉　政城（東　区） 残照
工　芸 吉村　修一（中央区） 鉄釉壺 14

最高年齢者賞
男性（写真） 　前田　茂勝（西　区） 93 歳 水上幻想
女性（工芸） 　上野サダ子（西　区） 101 歳 101 の年輪

広
告
協
賛
へ
の
お
礼

　
こ
の
度
は
、
福
岡
市
老
連
へ
の
広
告
掲
載
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
・
教

養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
交
流
の
輪
が

広
が
る
よ
う
願
っ
て
刊
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
末
永
く
ご
厚
誼
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
」
の
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
か
げ
で
広
島
、
岡
山
県
老
連
に
支

援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
近
、
福
岡
県
内
で
「
警
察
官
」
や
「
百

貨
店
従
業
員
」
を
名
乗
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

表彰者一覧（敬称略）

原田　政光（東区）
夕暮の中洲

福岡市長賞 日本画
濱嶋　寛和（東区）

護摩供・祈願

市老連会長賞 写真

山﨑　正博（西区）
防人

市保健福祉局長賞 洋画

石橋　笑子（西区）　
渓の秋

市老連会長賞 工芸
江頭　康子（東区）

般若心経

市老連会長賞 書

芸
術
の
秋
　

1
0
2
点
の
秀
作
一
堂
に
　

　
「
高
齢
者
美
術
展
」
は
高
齢

者
の
生
き
が
い
を
高
め
、
文
化

活
動
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
10
月
11
日

（
木
）
か
ら
10
月
16
日
（
火
）

の
6
日
間
、
福
岡
ア
ジ
ア
美
術

館
の
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

展
示
作
品
は
、
洋
画
30
点
、

日
本
画
11
点
、
書
13
点
、
写

真
31
点
、
工
芸
17
点
の
合
計

1
0
2
点
で
、
会
期
中
は

9
0
0
名
を
超
え
る
方
々
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
美
術
展
最
終
日

の
10
月
16
日
（
火
）
に
市
長
賞
、

市
保
健
福
祉
局
長
賞
、
市
老
連

会
長
賞
の
特
別
賞
を
は
じ
め
、

入
賞
者
、
男
女
の
最
高
年
齢
者

を
合
わ
せ
て
33
名
を
表
彰
し

ま
し
た
。
続
い
て
交
流
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
部
門
別
に
審
査
員
に

よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

行
い
、
出
品
者
は
熱
心
に
講
評

に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
作

品
は
多
く
の
来
場
者
の
感
動

を
呼
び
、
好
評
の
う
ち
に
美
術

展
を
終
了
し
ま
し
た
。　
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